
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 私たちが住み、暮らし、働いているまち 代田で、 

｢日本国憲法第９条｣をまもり、活かす活動をすすめましょう ～ 

＋＋＋ このニュースを、ぜひ、周りの人に広めてください。 ＋＋＋ 

 

<連絡先＞

　小澤 清子　　電話・Ｆａｘ

　 　０３－３４８７－３９８５

   伊東 宏　　　Mail：

 itohiroshi1007@gmail.com

代田・九条の会Ｎｅｗｓ
２０２４／８／１４

第　１８９号

ホームページ　：　http://www.daita-9jo.sakuraweb.com/

—— 8 月 17 日 終戦記念日によせてのつどい —— 
名作映画「私は貝になりたい」鑑賞会開催 

 

湯沢司会者の詩の朗読が静かに心に響いて会は始まりました。 

ロシアのウクライナ侵攻、イスラエルのガザ絶滅作戦などこの 2 年間戦 

争について考えない日はないと言っても過言ではありません。そして私た 

ちの国も「戦争のできる国」になってしまい、着々と戦争の準備をしてい 

る現政権。戦争の反省もなく靖国神社に参拝をしている閣僚たち。 

そんななか今年 79 回目の終戦記念日を迎え、1958 年の映画「私は貝に 

なりたい」を観ることは、戦争と平和について考える良い機会だと思いま 

した。 

この映画は元陸軍中尉加藤哲太郎の獄中手記「狂える戦犯死刑囚」の遺 

書部分をもとに創作されたフィクションです。第 2 次世界大戦中に上官の 

命令で捕虜を刺殺した理髪店主が戦犯として処刑されるまでを描いたもの 

です。これを観て私は太平洋戦争と東京極東裁判についてもっと知りたい 

という思いを強くしました。 

当日は炎暑の中 24 人の方が参加され、上映後、以下のような感想を述 

べあいました。 

・良い映画だった。 

・戦犯は今でも逃げ回っている。安倍元首相が尊敬していたという岸信 

介も A 級戦犯だったが戦後首相になった。 

・この映画のように下っ端だけがとらえられる、今の裏金問題も同じ。憲法は権力者を縛るものなの

に、自民党の改憲草案は国民を縛り、権力者に力をつける案になっている。広告に大金を使って改

憲する方向に社会を動かそうとしている。冷静によく見極め理論武装して物言う大きな塊になって

いきましょう。 

この映画を観て、感想を聞いて、それぞれの思いを深くして帰路につかれたのではないでしょうか。 

                         (代田 5 丁目・日暮 恵子) 
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 つどいによせられた「アンケート」から 
１． 映画「私は貝になりたい」について 

・ BC 級戦犯は実に悲惨。 

・ 昔、題名だけは知っていたので、見る機会をいただけてありがとうございました。人の怖さをとて

も感じました。毎日の小さな心掛けが必要。でも、怖い力に巻き込まれることがないように考えな

ければならない。常に油断できないようですが、フランキー堺の演じたように温かい心を忘れても

いけないですね。 

・ 若い人にも見せたいです。 

・ 戦争は善良な小市民をも悪人にするムゴいものです。  

・ 映画では、音声、特に会話が聞きづらかった。 

・ 主役のフランキー堺の熱演を大いに評価する。 
 

２．今日のつどい全体について 

 ・ 開会の辞で紹介されたみつはしちかこの詩。懐かしく想い出しました。 

・ 「終戦記念日によせて」という表題は如何なものか？ 

我々にとっては、「敗戦」と表現すべきと思う。 
 

３．九条の会のとりくみについて: 

 ・ いわゆる「憲法改正」論議がかまびすしい昨今に、憲法九条の存在意義は多大である。活躍を期待

する。 
 

４．その他 

 ・ 一握りの人々が反戦に行動されますが、私ども一般人はなかなか動けず、自己嫌悪に陥っています 

・ 私も絶対戦争だけは避けるべきだと考えます。 

ただ、下記の意見にはどう対応したらよいのでしょうか。 

2 年ほど前の朝日新聞に載った京大名誉教授の佐伯啓思さんが 

「日本の憲法 9 条の平和主義は事実上、条件付きのものである。9 条の武力放棄は、前文の[平和

を愛する諸国民の公正と信義に信頼して]を受けているからだ。だが、今日の世界ではこの条件

は成立していない。「9 条を守れ」というよりも「国」を守れという事態に直面する」 

   という考えを述べています。この考えをどう思いますか？ 

 
集 会 等 の 紹 介 

      

 

９月１９日（木）１９：１０～   

   theEND 自民党政治 

『戦争法廃止！裏金政治を終わらせよう！ 9･19 日比谷集会＆デモ』 
場所 ：日比谷野外音楽堂 ＆ 銀座デモ 

共催 ：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会 

９条改憲 NO！全国市民アクション 

 

 

日本国憲法(抜粋) 
第９条 日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実

に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇または

武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久に

これを放棄する。 

２．前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これ

を保持しない。 

国の交戦権は、これを認めない。 

お詫びと訂正：先月の News 第 188 号に誤りがありました。お詫びして訂正します。 

2 ページ：「東京都知事選挙」  

下から 4 行目 ： （誤） また、世田谷区では、小池氏は前回比で… 

         （正）    都全体では 

 


